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◉ 阪神高速は、都市内の制約条件から、複雑な道路構造で走りにくい箇所があり、快適な走行を実
現するためには、ハード面・ソフト面における更なる対策が必要

◉ 特に、大阪地区ネットワークの中心となる１号環状線は、交通量が多いだけでなく、４車線の一方
通行で分合流部が多いとともに、分岐部については出口と放射路線への分岐が輻輳している

（Ex.走りにくい箇所： 事故・渋滞多発箇所、分岐の連続、誤進入が多い入口、右側分合流の出入口 など）

走りやすさへの課題
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◉ 阪高快適走行プロジェクトでは、分岐が連続する区間においてカラー舗装や分かり

やすい案内表示に取り組む他、 誤進入が多い入口では注意喚起看板を設置するな

どのハード対策を実施するとともに、スムーズに目的地に向かえるような情報の発

信や走り方のコツをお知らせするコンテンツの拡充といったソフト対策も組み合わ

せた様々な取り組みを実施します

だれもが安心して、もっと快適に阪神高速を使ってもらえるように・・・

はじめに



取り組み一覧
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はじめに

走りにくい箇所 取り組み概要

ハード
対策

事故多発地点
事故多発区間を抽出し、それぞれ事故要因を分析したうえで、必要な
対策を順次実施

渋滞多発箇所
サグ部渋滞対策として速度回復誘導灯を5区間設置済
今後も渋滞原因を分析し対策を検討

分岐が連続する
区間

カラー舗装等を活用した対策を2区間実施済
環状線は2020～2021年度リニューアル工事で出口カラー舗装実施
環状線以外では、全9箇所のうち優先度の高い3ヶ所について対策を
実施予定

誤進入が多い
入口

標準的な誤進入対策は全入口完了
それでも誤進入が多い入口について、現地状況を勘案し追加の注意喚
起対策を実施

今後、誤進入が多い3ヶ所を優先的に実施予定

右側分合流の
出入口

特異な分合流形態を踏まえ、交通状況を分析したうえで、更なる注意
喚起対策を実施

ソフト
対策

走行注意箇所 要注意箇所情報や走行ガイド映像をＨＰで順次公開予定



１号環状線の取り組み
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◉ 分岐部
・走行中車線の方面案内をわかりやすく
・車線変更ポイントをわかりやすく
・本線分岐と出口分岐を区別

◉ 合流部
・合流～分岐での車線移行をスムーズに⇒合流後の車線移行を少なくする合流形状変更

（+合流形状のお知らせ看板等の追加）

⇒標識の改良
⇒路面表示の改良、分岐開始点看板の設置
⇒出口は青で路面カラー舗装と標識矢印色変更

１号環状線改良計画のコンセプト
４車線道路を安全でスムーズに車線移行し目的地に向かっていただける環状線に

改良前の１号環状線 中之島JCT合流～北浜出口分岐～天神橋JCT分岐区間の状況

１２３



１号環状線の取り組み
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 輻輳する分岐部の対策

◉ 環状線から分岐する路線情報の表示改良
・環状線から分岐する路線に向かう車線を下向き矢印で表示して分岐をわかりやすく
・ルートマークの色を反転し、環状線から分岐する路線を強調して表示

◉ 本線分岐と出口分岐を区別した表示改良（環状線の出口は「青」）
・出口案内としてカラー舗装を導入するとともに、カラー舗装と連動した標識に変更

事前 事後

１号環状線 北浜出口分岐・天神橋JCT分岐付近の事例

2021年度北行の工事においても同様の考え方で対策を実施

※分岐開始地点
に看板を増設



１号環状線の取り組み
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 本線合流部の対策

事前

事後

◉ 合流形状変更による車線移行円滑化
・環状線側を２車線のまま合流する形状に変更するとともに、合流形状を手前でお知ら
せすることで、合流から分岐までの車線移行を少なくし、交通を円滑化
・合流後すぐの車線移行を控えていただきたい区間は、区画線を白実線で表示

中之島JCTの事例



１号環状線の取り組み
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 走行支援コンテンツの提供

◉ 安全運転支援サイト「阪高SAFETYナビ」にて、2020年度環状線リニューアル工事で
実施した走りやすさ向上のための対策や走行上の注意ポイントについて紹介

◉ 併せて、同サイトにおいて、リニューアル工事後の環状線の安全で快適な走行方法につ
いて解説する走行動画を公開中

阪高SAFETYナビ https://safetynavi.jp/

安全対策の解説（阪高SAFETYナビマガジン） 走行支援動画イメージ

引き続き、安全で快適な走行支援に向けてコンテンツの充実化を図っていく



◉ 分岐が連続する１号環状線西船場ＪＣＴ及び16号大阪港線天保山JCTにおいて、方面
を示す矢印をピンク、出口を示す矢印を青に着色した案内標識を設置するとともに、
路面も同色のカラー舗装を施すことで、わかりやすい道路案内を実施
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 連続分岐対策

天保山JCTの分岐部における道路案内の事例

引き続き、他の類似箇所においても必要性を分析し本対策の展開を検討

他の類似箇所

12号
守口線
(下り)

守口出口・
守口JCT分岐

13号
東大阪線
(下り)

長田出口・
東大阪JCT分岐

１4号
松原線
(下り)

大堀出口・
松原JCT分岐

ハード対策事例と今後の計画



◉ 標準的な逆走対策（2017年度完了）
・出口部：大型矢印路面表示、高輝度矢印板、進入禁止看板の設置
・入口・本線合流部：大型矢印路面表示、高輝度矢印板、ラバーポールの設置

◉ 標準的な誤進入対策（2020年8月完了）
・入口部（一般道接続部）：歩行者・自転車・原付の誤進入禁止看板の設置

9

 逆走・誤進入対策①

逆走対策（出口部）

大型矢印路面表示

高輝度矢印板

進入禁止看板

逆走対策（入口・本線合流部）

大型矢印路面表示

高輝度矢印板

ラバーポール

誤進入対策
（入口部）

全ての出入口部・本線合流部において、標準的な逆走・誤進入対策は対応済

ハード対策事例と今後の計画
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 逆走・誤進入対策

◉ これまでに逆走・誤進入が多発する箇所や事故が発生した箇所には、発生要因の分析
を行い、各箇所の状況に応じた更なる対策を実施

 逆走・誤進入対策②

引き続き、各箇所の発生要因分析や追加対策の検討を行い、効果的な対策を実施

対策候補箇所

逆走防止の追加対策事例

誤進入防止の追加対策事例

高輝度矢印板追加

視認性の高い看板への取替

ハード対策事例と今後の計画

５号
湾岸線

南芦屋浜入口
（西行）

５号
湾岸線

深江浜入口
（東行）

７号
北神戸線

布施畑西入口
（西行）

大型看板設置

有料看板設置



ハード対策事例と今後の計画

◉ サグ部（下り坂から上り坂へと変化する場所）等では、無意識に速度を低下させてしま
うことで渋滞が発生

◉ そこで、等間隔に設置した点滅灯（速度回復誘導灯）を、走行速度より少し早い速度で
流れるように連続的に点灯させることで、速度低下に気付いていただき、渋滞時の速
度回復が促される対策を実施
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 速度回復誘導灯によるサグ部渋滞対策

3号神戸線（東行き）深江サグ付近 4号湾岸線大浜～三宝間

速度回復誘導灯の効果（イメージ） 速度回復誘導灯を設置した区間

ネットワーク全体の円滑化への寄与、役割を見極めつつ、次なる展開を検討



 情報板による情報提供内容の充実化

◉ 交通管制システムの全面リニューアルにより情報板がパワーアップし、より充実した道
路情報でお客さまの快適な運転をサポート

◉ 情報板の情報更新頻度もスピードアップし、急変する道路情報をより正確にお届けし
てお客さまの運転をサポート

事故リスク情報を活用した注意喚起情報の提供

渋滞通過時間の提供

予定に
間に合いそう！

車間距離に
注意しなきゃ！ 現在の天候や交通状況に基づき、事故リ

スク（事故の起こりやすさ）をリアルタイ
ムで算出し、リスクが高い場合に「事故
を起こさないためのアドバイス情報（注
意喚起情報）」を提供する仕組みを高速
道路会社で初めて導入

自然渋滞が発生している場合において、
従前より提供している「渋滞長」の表示
に加えて、「渋滞通過時間」の情報を本
線・入口情報板で提供し、交通状況の把
握や経路選択の最適化を支援

※他に事案が発生している場合は表示されないこと
があります
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ソフト対策事例と今後の計画



◉ 走行にあたっての注意ポイントや、スムーズに目的地に向かえる走り方の情報を阪神
高速ホームページのドライバーズサイトに順次公開するとともに、カーナビゲーション
会社等への情報提供を行い、お客さまの安全・安心・快適な走行を支援

 各路線の注意ポイント紹介
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ソフト対策事例と今後の計画



◉ 安全走行ガイドでは、阪神高速を走行する上で安全運転に役立つ情報や、プロドライ
バーに向けた実務的な情報、阪神高速の安全への取り組みなどを発信

◉ 今後、ユーザーが目的の情報にたどり着きやすいサイト構成にリニューアルするととも
に、ルート検索時に走行上の注意ポイントを表示する機能を付加するなど、コンテンツ
の充実化を予定
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ソフト対策事例と今後の計画

現状の安全走行ガイド リニューアルのコンセプト

各コンテンツの階層を再構築するとともに、
文字情報だけでなくイメージビジュアルを添えて、

もっと見やすいサイトにリニューアル

 安全走行ガイド（安全運転支援サイト）のリニューアル

文字情報のみ




